
問 題

回想とは，過去のさまざまな出来事が自然にあ

るいは意識的に想起される心的過程である。人生

の発達段階のうち，回想は老年期において重要な

意味をもつ可能性が Butler (1963) によって指摘さ

れた。Butlerは，老年期に行われる回想を，過去

の未解決の 藤を解決するよう促す自然で普遍的

な心的過程だと考え，この過程をライフレヴュー

(life review) と名付けた。回想は Erikson (1950 仁

科訳 1977) の心理社会的発達段階理論における老

年期の発達課題「自我の統合」を達成する具体的

手段のひとつと考えられており，これまでに高齢

者が過去を回想することによって心理的適応が高

まる可能性が指摘されてきた（例えば野村，

1998；黒川，2005；野村・橋本，2006）。

しかしながら，回想は人生のあらゆる時期で自

発的に生じる心的活動であり，青年期には老年期

と同程度あるいはそれ以上に頻繁に日常的に回想

が行われることが報告されている（Webster,

1993；長田・長田，1994；野村・橋本，2001）。

また Ando (2003) は，大学生に 4 週間にわたって

互いにライフレヴューを行わせ，その適応的効果

を検討した結果，自尊感情の改善や身体的症状の

低下が認められ，回想が青年にとっても心理的適

応を高める効果をもつ可能性を指摘した。そのた

め，回想を行うことによる適応的効果は老年期に

のみ認められるのではなく，青年期などの他の発

達段階でも有効である可能性がある。しかしその

一方で，回想による適応的効果は老年期に特有の

ものであり，他の年代では必ずしも心理的適応を

高める有意義な行為ではないかもしれない。個人
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近年，高齢者の心理的なケアのニーズから回想法への関心が高まっているが，しばしば青年期でも頻繁に
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理的適応の違いを検討した。さらに，縦断的データから回想と心理的適応間の相互的な因果関係について検

討した。

大学生，看護学校生，専門学校生 190名（平均年齢 21.5歳）に対して，同一性地位判定尺度（加藤，

1983）などからなる質問紙調査を実施した。その結果，過去の危機と回想の頻度や否定的感情を伴う回想の

間に有意な相関が認められたものの，パス解析の結果では同一性地位が回想に及ぼす影響は認められなかっ
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し，適応指標間で異なる回想の影響が示唆された。
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の回想の特徴やその心理的意義が発達段階によっ

て異なる場合には，以下のふたつがその理由とし

て考えられる。第一に，実際の暦年齢やそれに伴

う想起された過去と現在との時間的隔たりの違い

によって回想の心理的意義が異なる可能性である。

第二に，個人の心理社会的発達の相違によって回

想の意義が異なる可能性である。

そこで本研究では，後者の可能性について検討

するため，青年期の発達課題である自我同一性の

確立 (Erikson, 1950 仁科訳 1977) を取り上げ，青

年期の同一性の違いが個人の回想の特徴とどのよ

うな関連をもつのかを検討する。自我同一性は乳

児期から老年期にいたる人生で重要な心理的発達

の指標として位置づけられる。また自我同一性は

ライフサイクル全般にわたって繰り返し再体制化

されるという指摘もあり（岡本，1985），青年期

の回想の意義を自我同一性との関連から検討する

ことは重要だと言える。

青年期の自我同一性を検討する代表的な方法の

ひとつに Marcia (1966, 1967) によるアプローチが

ある（レビューとして鑪・山本・宮下，1984）。

Marciaによる同一性地位 (identity status) 理論で

は，自我同一性の達成は，職業や理念とすべきイ

デオロギーなどのいくつかの重要な選択の間で真

剣に悩みながら決定した期間である危機 (crisis)

の経験と，自分自身の明確な信念に基づいて積極

的に関与し行動する自己投入および傾倒 (commit-

ment) の有無という 2 つの基準から判定され，半

構造化面接により，同一性達成，モラトリアム，

権威受容，同一性拡散の 4つの地位に類型化され

る。

青年期の同一性地位と回想との関連については

これまで報告されていない。その一方で，回想さ

れる事象そのものに焦点を向けた記憶研究では同

一性との関連が指摘されている。

植之原 (1993) は，自己の問い直しと過去の経

験の意味づけが青年期の同一性達成過程で行われ

るという仮定のもとに，過去の経験の記憶である

「事象の記憶」と同一性地位の関連を検討した。

その結果，同一性達成群が示す「事象の記憶」は

経験に忠実ではなく再構成されており，現在の自

己との関連が高かった。この結果より植之原は，

同一性達成過程では過去の記憶が繰り返し参照さ

れ現在の自己との関連が深まると推測した。

Neimeyer & Metzler (1994) は同一性地位と自伝

的記憶の想起過程を実験的に検討した。自己イ

メージに合致しない性格特性語から連想される過

去の行動を想起するように調査協力者に求めたと

ころ，同一性達成地位とモラトリアム地位では自

己イメージに合わない多くの出来事が想起された

一方で，権威受容地位では自己イメージに合わな

い出来事の想起は抑制されたことを認めた。

これらの指摘はいずれも記憶研究における結果

であり，前述したように回想と自我同一性との関

連はこれまで直接検討されていない。しかしなが

ら，自伝的記憶の想起として回想を位置づけた場

合，青年期に自我同一性が達成されている場合

は，より頻繁で豊かな回想が行われる可能性があ

る。

また，自我同一性の概念それ自体からも回想と

の関わりを推測できる。しばしば同一性が確立さ

れる過程では「私とは何者か」という問いかけが

なされ，「個としての自我がどこからどこに向かっ

て発達していこうとしているのか（鑪他，1984, p.

36.）」を明確にしようと試みられる，時間的な意

味をもつ過程だとされる。そのため同一性が確立

される過程では，現在や未来の自分について思い

巡らすばかりでなく，過去の自分を想起して批判

的に振り返る行為を伴うものだと考えられ，But-

ler (1963) のいうライフレヴューと同様の心的過

程を経験している可能性がある。

そこで，本研究では青年期の同一性地位と日常

的な回想との関連について探索的な検討を試み，

以下の可能性について検討することを目的とした。

研究 1では，青年期には同一性地位により日常的

回想や心理的適応に異なる特徴が認められ，同一
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性が達成した青年はより頻繁な回想を行うかどう

かについて検討を試みた。また研究 2では，青年

期に日常的に行われる回想は心理的適応を高める

効果をもつかどうかについて検討を試みた。

研 究 1

目　的

研究 1では青年期にあたる大学生を対象とした

質問紙調査を実施して，青年期には同一性地位に

より日常的回想や心理的適応に異なる特徴が認め

られるのか，また自我同一性の達成した青年はよ

り頻繁な回想を行うかどうかを検討することを目

的とした。

方　法

調査協力者 京都府内にある 4年制大学，看護

学校および福祉系専門学校で心理学関連科目を受

講する学生を対象に質問紙調査を実施した。回答

したのは 204名だったが，分析では青年期に該当

しないと考えられる 30歳以上の者 14名を除外し

た。その結果，調査協力者は大学生群 93名（男

性 30名，女性 63名），看護学校群 45名（男性

11名，女性 34名），専門学校群 52名（男性 21

名，女性 31名）で，合計 190名（男性 62名，女

性 128名，平均年齢 21.5歳，標準偏差 2.6歳）

だった。

手続き 講義時に質問紙を配付して，主として

1週間後に回収した。

質問紙 自我同一性の指標として同一性地位判

定尺度（加藤，1983）を用いた。この尺度は Mar-

cia (1966) の同一性地位の考えに基づいて作成さ

れ，過去の危機，現在の自己投入，将来の自己投

入希求の 3つの下位尺度からなる。「私はこれま

で，自分について自主的に重大な決断をしたこと

はない」や「私は今，自分の目標をなしとげるた

めに努力している」などの項目に対して，「全然

そうではない（1点）」から「まったくそのとおり

だ（6点）」の 6件法で回答を求め，下位尺度の得

点の組み合わせによって「同一性達成地位（過去

の危機も現在の自己投入も高い）」，「権威受容地

位（過去の危機は低く現在の自己投入は高い）」，

「積極的モラトリアム地位（現在の自己投入は低

く将来の自己投入希求は高い）」，「同一性拡散地

位（現在の自己投入も将来の自己投入希求も低

い）」，そして A–F中間地位（同一性達成と権威受

容地位の中間）と D–M中間地位（積極的モラト

リアムと同一性拡散地位の中間）のいずれかに判

定される。

回想に関する尺度には，長田・長田 (1994) に

よる回想尺度を回想の頻度の指標として用いた。

日常場面において過去を考える頻度を測る 8項目

の尺度であり，「以下にあげるさまざまな時にあ

なたはどれ位昔のことを考えますか」という教示

を与え，「ひとりでいるとき」や「寂しさを感じ

たとき」，「ひまなとき」などの項目に対して過去

を「よく考える（4点）」「ときどき考える（3点）」

「あまり考えない（2点）」「考えない（1点）」の 4

件法で評定を求める。尺度の内的整合性を示す

Cronbachの a 係数は.722であり，項目 –尺度間

相関の著しく低い項目はなかった。各項目の評定

値の平均は 1.60–3.11の範囲になり，8項目全体で

は 2.41だった。

また，回想の質的特徴の指標として，野村・橋

本 (2001) による肯定的回想尺度，否定的回想尺

度，再評価傾向尺度を用いた。肯定的および否定

的回想尺度は，回想に伴う情緒的な性質，すなわ

ち「回想に伴うポジティブまたはネガティブな感

情や認知の程度」を測定する。「過去を思い出す

のはとても楽しい」「思い出すのがつらいことがあ

る」などの項目に，「そう思う」から「そう思わ

ない」の 5件法で評定を求めた。本研究では肯定

的回想尺度 12項目のうち因子負荷量の高い 6項

目のみを抜粋し，短縮版として用いた。短縮版の

項目の内的整合性を示す Cronbach の a 係数

は.862だった。否定的回想尺度は 6項目をそのま

ま使用した。

再評価傾向尺度は「過去のネガティブな経験を
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再評価する傾向」を測定する 5件法 12項目の尺

度である。これらの指標は日常場面における個人

の回想のスタイルや特徴を測定するために使用し

た。

これらに加えて，精神的健康の指標である日本

版 GHQ28（中川・大坊，1985）および自尊感情

尺度 (Rosenberg，1965) の日本語版（山本・松

井・山成，1982）を用いた。日本版 GHQ28は身

体的症状，不安と不眠，社会的活動障害，うつ傾

向の 4つの下位尺度を含み，過去 2週間のうちに

様々な身体症状などの有無や程度について 0から

3点の範囲で評定を求める。得点の高さは精神的

健康度の低さを表す。自尊感情尺度は，自分自身

について「これでよい」と思う程度を測定する尺

度であり， 5 件法 10 項目からなる。日本版

GHQ28や自尊感情尺度は一般成人の心理的適応

状態の測度として広く用いられており，適応指標

として用いることは妥当だと考えられた。

結果と考察

分析には統計パッケージの SPSS ver. 12.0 for

Windowsを用いた。はじめに同一性地位判定尺度

に対して主因子法・プロマックス回転による因子

分析を行って尺度の内的整合性を検討した。因子

数を 3に指定した結果，加藤 (1983) による下位

尺度とはやや異なる因子構造が認められた。その

ため因子負荷量が 0.4に満たないかオリジナルと

は異なる下位尺度に含まれた 4項目を削除して，

再度同様の因子分析を行った結果，現在の自己投

入（4項目），過去の危機（3項目），将来の自己

投入希求（2項目）の 3つの下位尺度が認められ

た 2)。因子間相関は，現在の自己投入 –過去の危

機間で.066，現在の自己投入 –将来の自己投入希

求間で.498，過去の危機 –将来の自己投入希求間

で.337だった。一方 Cronbachの a 係数は，現在

の自己投入で.791，過去の危機で.491，将来の自

己投入希求で.614であり，過去の危機では尺度と

してのまとまりに問題があると考えられた。しか

しながら，本研究では加藤による構成概念とその

項目を尊重し，過去の危機の 3項目を単一の下位

尺度として用いた。

さらに，本研究では同一性地位間の特徴の違い

を統計的に検討するため，各下位尺度の中央値に

基づいてそれぞれ cutoff pointを設定した。各下

位尺度については，現在の自己投入では 16点以

下と 17点以上で分けた。過去の危機では 13点以

下と 14点以上で分けた。将来の自己投入希求で

は 7点以下と 8点以上で分けた 3)。各下位尺度の

得点分布は，現在の自己投入が 4–24点，過去の

危機が 4–18点，将来の自己投入希求が 2–12点

だった。そして現在の自己投入と過去の危機の得

点がいずれも高い場合には同一性達成型に，現在

の自己投入は高いが過去の危機は低い場合には権

威受容型に，現在の自己投入は低いが将来の自己

投入希求は高い場合はモラトリアム型に，現在の
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2) 因子分析の結果，現在の自己投入は「私は今，自分

の目標をなしとげるために努力している」「私には，

特にうちこむものはない」「私は，自分がどんな人間

で何を望み行おうとしているのかを知っている」「私

は，「こんなことがしたい」という確かなイメージを

持っていない」の 4 項目だった。過去の危機は「私

は，自分がどんな人間なのか，何をしたいのかとい

うことを，かつて真剣に迷い考えたことがある」「私

は，親やまわりの人の期待にそった生き方をする事

に疑問を感じたことはない」「私は以前，自分のそれ

までの生き方に自信が持てなくなったことがある」の

3項目だった。将来の自己投入希求は「私は，環境

に応じて，何をすることになっても特にかまわない」

「私は，自分がどういう人間であり，何をしようとし

ているのかを，今いくつかの可能な選択を比べなが

ら真剣に考えている」の 2項目だった。

3) 加藤 (1983) のデータでは，各下位尺度の平均値は現
在の自己投入が 17.2 (SD�3.3)，過去の危機が 17.8

(SD=3.1)，将来の自己投入希求が 17.5 (SD�3.1) で
あり，本研究の因子分析による項目削除前の平均値

は，現在の自己投入が 16.6 (SD�4.1)，過去の危機
が 17.9 (SD�3.3)，将来の自己投入希求が 16.5

(SD�3.1) となり，加藤 (1983) と比べてやや得点は
低いが標本に顕著な違いはなく，中央値による同一

性地位の判定は可能と判断した。



自己投入と将来の自己投入希求がいずれも低い場

合には同一性拡散型に分類した。調査協力者は同

一性達成型 51名（男性 17名，女性 34名），権威

受容型 48名（男性 13名，女性 35名），モラトリ

アム型 42名（男性 15名，女性 27名），同一性拡

散型 49名（男性 17名，女性 32名）に分類され

た。

同一性地位による回想の特徴と心理的適応の違

いを検討するため，同一性地位を独立変数とする

1要因の分散分析を，調査で用いた他の指標に対

して行った。Table 1には各指標の平均値，標準偏

差および F値を示した。

調査協力者全体の回想の頻度の平均は 19.24

(SD�4.29) であり，野村・橋本 (2001) における老

年群の平均（老年女性群； 18.66 (SD�4.73) ， 老

年男性群； 19.12 (SD�4.19)）と比較しても回想

の頻度に世代差は認められず，青年期と老年期で

は日常的に同程度に回想が行われていると考えら

れた。分散分析の結果，同一性地位による違いが

否定的回想で認められ (F (3,186)�3.00,  p�.05)，

Tukey 法による多重比較より，権威受容型よりも

モラトリアム型でより多くの否定的回想が認めら

れた。この結果は過去に危機を経験しなかった

（権威受容型）か，今まさに危機を経験している

（モラトリアム型）かの違いを反映していると考

えられた。また同一性地位による違いが再評価傾

向でも認められ (F (3,186)�3.08, p�.05)，多重比

較の結果，拡散型よりも達成型で過去を再評価す

る傾向が高かった。この結果は危機を経験し，お

そらく現在では危機を克服しつつある同一性達成

型の特徴に一致した。モラトリアム型は不安や

藤などの心理的苦痛の程度が高い一方で，権威受

容型は心理的苦痛の程度が低いことが指摘されて

いるが (Marcia, 1967; Marcia & Friedman, 1970)，

適応指標では，精神的健康度 (F (3,186)�3.14,

p�.05) と自尊感情 (F (3,186)�7.45, p�.001) の両

者で違いが認められ，権威受容型よりもモラトリ

アム型で精神的健康度が低く，達成型と権威受容

型はモラトリアム型や拡散型と比べて自尊心が高

いことが認められた。

回想の頻度は同一性達成型，モラトリアム型，

同一性拡散型，権威受容型の順に高かったが，分

散分析の結果は有意ではなかった。このため，同

一性達成地位でもっとも頻繁な回想が認められる

可能性は統計的に認められなかった。なお，本研

究ではいずれの指標でも同一性達成型と権威受容

型との有意な違いは認められなかった。

次に測定した各指標間での相関係数を算出した

葛
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Table 1 同一性地位による回想と適応指標の平均値，標準偏差および F値

適応指標 同一性達成型 権威受容型 モラトリアム型 同一性拡散型 全体 F値 多重比較

回想の頻度 20.31 18.21 19.76 18.67 19.24 2.54

(3.84) (4.41) (3.94) (4.70) (4.29)

肯定的回想 16.80 17.96 17.19 16.82 17.18 0.52

(5.46) (4.99) (4.73) (5.59) (5.20)

否定的回想 23.08 20.46 23.68 21.88 22.23 3.00∗ 権威受容�モラトリアム

(5.86) (5.56) (4.47) (6.12) (5.67)

再評価傾向 47.20 44.96 45.21 42.39 44.95 3.08∗ 同一性拡散�同一性達成

(8.39) (8.59) (6.84) (7.66) (8.07)

精神的健康 66.32 62.88 70.76 65.06 66.11 3.14∗ 権威受容�モラトリアム

(13.14) (10.93) (12.04) (13.54) (12.69)

自尊感情 33.34 34.37 28.90 29.02 31.47 7.45∗∗∗ 同一性拡散，モラトリアム

(6.70) (6.92) (7.60) (7.29) (7.48) �同一性達成，権威受容

括弧内は標準偏差。多重比較は Tukey法による。精神的健康の得点の高さは健康度の低さを示す。df�3,186, ∗ p�.05, ∗∗ p�.01,

∗∗∗ p�.001



（Table 2参照）。回想の頻度は肯定的回想とは相関

せず，否定的回想とは有意な相関を示した。その

ため日常場面で頻繁に回想する者は，より多くの

ネガティブな感情が回想に伴うと考えられた。こ

の結果は老年者を対象とした野村・橋本

(2001) の結果と一致し，青年期と老年期に共通す

る日常的回想の特徴と考えられた。

同一性地位の下位尺度のうち，過去の危機は回

想の頻度や否定的回想と有意な正の相関を示し

た。その一方で，現在の自己投入は再評価傾向と

のみ弱い相関を示し，回想の頻度や否定的回想と

は相関しなかった。このため，同一性地位達成の

条件のうち主に過去の危機が回想と関連し，青年

が過去の危機をかつて経験，または今まさに経験

している場合には，同時にネガティブで頻繁な回

想が行われる可能性が示唆された。

適応指標に関しては，回想の頻度と否定的回想

がそれぞれ精神的健康度や自尊感情度と有意な相

関を示したが，肯定的回想は関連しなかった。そ

のため，青年期におけるネガティブな回想は心理

的適応の低さと関連するものの，ポジティブな回

想は心理的適応とは関連しないと考えられた。

また，現在の自己投入は自尊感情の高さと関連

を示したが，過去の危機は反対に精神的健康の低

さや自尊感情の低さと関連し，同一性地位の指標

はそれぞれ適応指標と異なる関連を示した。

研 究 2

目　的

研究 2の目的は，青年期に日常的に行われる回

想が心理的適応を高める効果をもつかどうかを検

討することとした。

研究 1では回想と心理的適応の指標間で有意な

相関が認められ，回想の頻度やネガティブな感情

を伴う回想の程度と心理的適応の低さが関連する

可能性が示唆された。しかしながらこの結果は両

者の因果関係を示唆するものではなく，特定の時

点における質問紙調査のみからでは，青年期の回

想が心理的適応に及ぼす影響を検討することはで

きない。

そのため研究 2では，先行研究（例えば Watt

& Cappeliez, 2000）を参考に，回想の効果が持続

する期間として 3ヶ月間を設定し，研究 1の調査

協力者に対して 3ヶ月後に再び質問紙調査を実施

して，回想と心理的適応がその後のそれぞれの指

標に及ぼす影響について縦断的な検討を試みた。

本研究では以下の 2つのパス解析を行った。

第 1のパス解析は，同一性地位が回想および心

理的適応に及ぼす影響を仮定した上で，これらの

影響を縦断的に検討するために行った。研究 1の

結果からは，過去に経験した危機は，青年期の頻

繁でネガティブな感情を伴う回想を高める可能性

が推測できる。また現在の自己投入や過去の危機

25青年期における回想と自我同一性および心理的適応の関連

Table 2 回想，同一性地位および適応指標間の相関係数

回想の頻度 肯定的回想 否定的回想 再評価傾向
現在の

過去の危機
将来の

精神的健康
自己投入 自己投入希求

肯定的回想 .069

否定的回想 .346 ∗∗∗ �.396 ∗∗∗

再評価傾向 .016 .242 ∗∗ �.104

現在の自己投入 .018 .029 �.021 .197 ∗∗

過去の危機 .289 ∗∗∗ �.113 .324 ∗∗∗ .122 .122

将来の自己投入希求 .103 �.002 .176 ∗ .116 .384 ∗∗∗ .275 ∗∗∗

精神的健康 .408 ∗∗∗ �.137 .459 ∗∗∗ �.071 �.136 .356 ∗∗∗ .180 ∗

自尊感情 �.266 ∗∗∗ .071 �.316 ∗∗∗ .142 .367 ∗∗∗ �.191 ∗∗ .180 ∗ �.519 ∗∗∗

∗ p�.05, ∗∗ p�.01, ∗∗∗ p�.001



の有無は，その後の精神的健康度や自尊感情度の

低下を導く可能性がある。

第 2のパス解析は，回想と心理的適応との因果

関係を検討するために行った。これまでには回想

が心理的適応に効果があることを指摘した研究

（例えば Haight & Dias, 1992; Ando, 2003）ばかり

でなく，現在の感情状態が想起内容に影響を及ぼ

す気分一致効果（例えば伊藤，2000）があること

も指摘されており，回想と適応とがお互いに影響

を及ぼしあう可能性がある。そこで両者の因果関

係を検討するにあたっては，Finkel (1995) の交差

遅れ効果モデル (Cross-lagged effect model) を用

いたパス解析を行った。この方法では，研究者が

これまでの知見に基づいて因果の方向性を任意に

定めるのではなく，第 1回調査時の回想が第 2回

調査時の心理的適応に及ぼす影響と，第 1回調査

時の心理的適応が第 2回調査時の回想に及ぼす影

響の大きさを同時に比較することで，いずれの変

数がもう一方により大きな影響力をもつのかを検

討することができる（例えば岡林・杉澤・岸野，

1998）。これらの分析から，同一性地位が回想と

心理的適応それぞれに及ぼす影響を考慮した上で，

回想と心理的適応間の相互的な因果関係について

検討を試みた。

方　法

調査協力者 研究 1で質問紙に回答した学生を

対象に，その 3ヶ月後に追跡調査を依頼し，いず

れの調査にも回答した者を分析の対象とした。調

査協力者は大学生群 64名，看護学校群 43名，専

門学校群 49名で，合計 156名（男性 45名，女性

111名，平均年齢 21.6歳，標準偏差 2.9歳）だっ

た。研究 2における有効回答率は，研究 1の調査

協力者のうちの 82.1% だった。

手続き 研究 1と同じく講義時に質問紙を配付

し，1週間後に回収した。

質問紙 研究 1で用いた尺度のうち，同一性地

位判定尺度（加藤，1983）をのぞく全ての指標を

用いた。

結果と考察

はじめに同一性地位の指標が 3ヶ月後の回想の

特徴や心理的適応に及ぼす影響をパス解析により

検討した。同一性地位が回想と適応指標のそれぞ

れに影響を及ぼすという因果モデルを仮定し，同

一性地位の判定基準である，現在の自己投入，過

去の危機，将来の自己投入希求を含む第 1回調査

の全ての指標を外生変数とし，第 2回調査の回想

指標および精神的健康度と自尊感情度を内生変数

として用いた。 分析には統計パッケージの Amos

(ver. 5) を用いた。

同一性地位から回想指標に対しては，現在の自

己投入から回想頻度へのパスが有意傾向を示した

が (b��.114, p�.10)，全般的に有意なパスは認め

られなかったため，以降の分析では回想指標を除

外した。

また精神的健康度に対しては，将来の自己投入

希求からのパスが有意傾向を示し (b�.134, p�

.10)，第 1回調査の自尊感情度による有意な負の

パスが認められた (b��.186, p�.05)。第 2回調査

の自尊感情度に対しては，現在の自己投入からの

有意な正のパス (b�.117, p�.05) および過去の危

機からの有意な負のパス (b��.125, p�.05) が認

められた。第 1 回調査から第 2 回調査への精神的

健康度 (b�.429, p�.001) と自尊感情度 (b�.750,

p�.001) には，いずれも有意な正のパスが認めら

れた（Figure 1参照）。

この結果より，現在の自己投入の程度が高く，

過去の危機の程度が低いことは自尊感情を高め，

将来の自己投入希求が高いことは精神的健康を悪

化させる可能性が認められた。さらに，自尊感情

の高さは精神的健康を改善させると考えられた。

研究 1で認められた相関関係とは一致せず，同

一性地位と回想の指標には概して有意な影響は認

められなかった。そのため同一性地位は概して回

想の特徴に影響しないと考えられた。

次に，回想と心理的適応との因果関係を検討す

るため，Finkel (1995) の交差遅れ効果モデルによ
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るパス解析を行った。分析にあたっては，回想の

頻度と否定的回想で適応指標と有意な相関が認め

られた研究 1の結果から，第 1回および第 2 回調

査時それぞれの回想の頻度と否定的回想，そして

精神的健康度と自尊感情度のいずれか一方を変数

として選択した。精神的健康度と自尊感情度の間

には中程度の相関が認められ (r��.519)，分析結

果に影響する可能性があるため，本研究ではいず

れか一方を因果モデルに投入して分析を行った。

その結果，精神的健康度では，第 1回調査時の

回想の頻度から第 2 回調査時の精神的健康度への

有意な正のパスが認められた (b�.206, p�.01)。

その一方で，精神的健康度から回想の指標へのパ

スはいずれも有意ではなかった（Figure 2参照）。

また自尊感情度では，標準偏回帰係数の値は低い

ものの，第 1回調査時の自尊感情度から第 2回調

査時の回想の頻度と否定的回想への有意な負のパ

スが認められた（回想頻度： b��.188, p�.01；否

定的回想： b��.128, p�.05）（Figure 3参照）。

これらの結果，精神的健康度では頻繁に回想す

ることで精神的健康が悪化し，あまり回想をしな

いことで精神的健康が改善する可能性が認められ

た。その一方で自尊感情度では頻繁な回想による

影響は認められず，反対に自尊感情の低さが回想

の頻度や回想に伴うネガティブな感情を増加させ，

自尊感情の高さがそれらを低下させる可能性が認

められた。これまでにも頻繁に過去を反芻するこ

とが非適応的な影響を及ぼすことが指摘されてい

るが (Nolen-Hoeksema, 1991)，本研究では，頻繁

な回想が精神的健康を悪化させるばかりでなく，
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Figure 1 同一性地位から心理的適応へのパスダイアグラム

Time1，Time2はそれぞれ第 1回および第 2回調査時の得点を示す。



自尊感情が低いことが頻繁な回想を促進させる可

能性が示された。しかしながら，有意なパスの方

向が精神的健康度と自尊感情度で異なり，因果の

方向性が一致しない理由については本研究では検

討できなかった。

総合考察

研究 1の結果より，青年期には同一性地位によ

り日常的回想や心理的適応に異なる特徴が認めら

れ，自我同一性の達成した青年はより頻繁な回想

を行うという可能性が認められた。同一性地位に

よる違いは回想の頻度では有意ではないものの，

過去の危機と回想の頻度，否定的回想との間に有

意な相関が認められ，いくつかの重要な選択に思

い悩む経験をした（またはしている）青年は，頻

繁でネガティブな感情を伴う回想をより行う可能

性が認められた。また，モラトリアム型は権威受

容型よりもネガティブな回想の程度が高く，同一

性達成型は同一性拡散型よりも再評価傾向が高

かった。このことから，現在危機を経験している
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Figure 2 精神的健康度および回想の指標間のパスダイアグラム

Time1，Time2はそれぞれ第 1回および第 2回調査時の得点を示す。

Figure 3 自尊感情度および回想の指標間のパスダイアグラム

Time1，Time2はそれぞれ第 1回および第 2回調査時の得点を示す。



モラトリアム型ではネガティブな感情を伴う回想

が多く，過去に危機が経験された同一性達成型で

はネガティブな出来事がより再評価されるという

特徴が認められた。

これらの結果は，過去の自分の信念や信条を見

直し，その解決に達しているという Marcia (1966)

の同一性達成の特徴に合致するものであり，同一

性が達成された青年は回想をより頻繁に行うとは

言えないが，回想に伴って過去のネガティブな側

面をより再評価していると考えられた。

研究 2の結果からは，同一性地位が心理的適応

に影響することが縦断的に確認されたが，同一性

地位が回想の特徴に及ぼす影響は認められなかっ

た。また回想と心理的適応の相互的な因果関係を

検討した結果，頻繁な回想が精神的健康を低める

一方で，自尊感情の低さが頻繁でネガティブな感

情を伴う回想を増加させるという影響が認められ

た。このため青年期に日常的に行われる回想は心

理的適応を高める効果をもつ可能性は，支持され

なかった。

研究 2の結果より，頻繁な回想が精神的健康度

を低める影響が認められた。この結果は療法的回

想のもつ心理的意義についての指摘 (Ando, 2003;

Haight & Dias, 1992) とは一致しないものの，頻繁

な日常的回想が心理的適応と負の関連を示すこと

はこれまでも指摘されている（Brennan & Stein-

berg, 1984；長田・長田，1994）。この点につい

て，回想研究では研究方法の違いにより異なる回

想の側面が検討されるため (Thornton & Brotchie,

1987)，研究結果を比較する場合には，検討され

た回想のモダリティの違いを考慮する必要がある

ことが指摘されている（野村・山田，2004）。本

研究では日常場面での頻繁な回想が適応状態を低

める影響が認められたが，この結果は回想法のも

つ療法的意義を疑問視するものではない。聞き手

なしに行われる日常的な回想が非適応的な影響を

及ぼし得ることは，換言すれば，療法場面で行わ

れる回想法では援助的な聞き手の存在がその適応

的効果に重要な役割を果たしている可能性がある

と言える。

本研究では質問紙調査によって日常の様々な場

面における回想の頻度を測定し，これを回想の量

的指標として検討している。しかしながら，日常

場面での回想は明確に意識されているとは限らず，

吉田 (1995) が指摘するように，回想の頻度につい

て回答することは調査協力者の内省能力を越える

かもしれない。

実際に，野村・橋本 (2000) はデイケアを利用

する在宅高齢者に対してインタビュー調査を試み，

本研究で用いた回想の指標について口頭での回答

を求めた結果，日常的に回想を試みないと回答し

た高齢者は自身の回想について振り返ることが困

難だと思われる場合も少なからず認められた。ま

た，高齢者の場合は記憶力などの点で今回の研究

における青年期の場合とはやや異なるとは考えら

れるので，この測定法についてはさらに検討すべ

きだと考えられる。しかしながら，吉田 (1995) は，

先の指摘と同時に，このような方法には限界があ

るかもしれないが，今後仮説を構築していく探索

的な段階での研究に利用することには意義はある

と述べていることから，本研究における回想の測

定方法も意義があると考えられる。

また，本研究で用いた日常場面での回想の頻度

が本人にとってどのような意味を持つのかについ

ても慎重に検討する必要がある。黒川 (2005) は，

多くの人が過去を振り返るのは何かの節目の時期

であり，日々の生活の中で過去を振り返る機会は

あまりないだろうと述べている。この考えに従え

ば，個人が行う回想で重要なのは特定の「しかる

べき」時期に行った回想の深さや量などであり，

日常的な回想の頻度や量とは異なると言える。本

研究で用いた回想の量的指標は，個人が日常場面

で自覚的あるいは意図的に回想を行う程度を測定

しているとも考えられ，自覚されないものまでを

含めた回想の頻度を反映しているとは言えないだ

ろう。本研究は青年期の日常的回想を探索的に検
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討しているものの，日常場面での回想をいかに測

定し，それを個人の回想全体の中でどう位置づけ

るかについての検討は不充分であり，今後は実験

法や面接法なども必要に応じて取り入れ，より妥

当性の高い研究方法を検討する必要があると言え

る。

同一性地位と回想との関連については，研究 1

で有意な相関が認められたにもかかわらず，研究

2では同一性地位が青年期の回想に及ぼす影響は

認められなかった。このことから，重要な自己決

定を迫られる危機を経験した青年は同時に頻繁な

回想やそれに伴う心理的な苦痛を経験している一

方で，そうした危機の経験が回想を促すとは言え

ない。例えば，これまでに経験した何らかの出来

事が，その後も繰り返しネガティブな感情を伴っ

て想起される一方で，そうした経験は自己を見つ

め直し自己決定を行うための契機となる可能性が

ある。

この点に関して，本研究では同一性地位から回

想という一義的な因果関係を仮定し，回想が同一

性地位に及ぼす影響については検討していない。

しかしながら，青年が自我同一性を確立するプロ

セスで回想を用いている可能性が指摘されており

（長田・長田，1994），回想が同一性地位に影響を

与える可能性も考えられる。Marcia (1976) は 6年

間にわたる縦断研究より，以前とは異なる同一性

地位に変化する場合もあることを認め，青年期に

限定されない進行中のプロセスとして同一性地位

を考察するべきだと考えた。また岡本 (1985, 1994)

は，アイデンティティは青年期以降にも繰り返し

問い直されて再体制化されると考え，アイデン

ティティが螺旋構造を描きながら発達して成熟す

るモデルを提唱している。

これらの指摘より，同一性の確立が青年期以降

も続く心理的課題だと言えるならば，個人の行う

回想が自我同一性の達成に及ぼす影響について検

討することは，成人期以降の心理社会的発達とい

う観点からも重要だと言えるだろう。その上で，

青年期や老年期といった個々の発達段階に限定し

ない，ライフサイクル全般における回想の意義に

ついて検討することが可能となるだろう。
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Reminiscence therapy for the elderly has drawn considerable attention. However, it is suggested that ado-

lescent also frequently reminisce. This study examines the relationship between daily reminiscence and iden-

tity status (Marcia, 1966) in adolescence. A reciprocal causal relationship between reminiscence and well-

being is tested. Ninety-three university students, 45 nursing school students, 52 vocational school students

(62 male and 128 female, mean age 21.5 years) answered a set of questionnaires which include the Identity

Status Scale (Kato, 1983), Reminiscence Scale (Osada & Osada, 1994), Positive and Negative Reminiscence

Scale, Revaluation Tendency Scale (Nomura & Hashimoto, 2001), the Japanese version of GHQ28 (Nakagawa

& Daibo, 1985) and Self-Esteem Scale (Rosenberg, 1965). Results indicate that frequency of reminiscence

and negative reminiscence has a positive correlation with the identity crisis. However, results of Cross-lagged

path analyses show that the crisis did not predict how much the person reminisces about his or her past. As

assessed by GHQ, results also indicate that frequent reminiscing predicted higher levels of psychological dis-

orders, while lower levels of self-esteem encourage frequent and negative reminiscence.

Key words: reminiscence, identity status, young adult, cross-lagged effect model


